
栃高体連ダンス専門部第1号
令和４年３月３１日

関 係 高 等 学 校 長 様

栃木県高等学校体育連盟会長 丸 茂 博

栃木県高体連ダンス専門部長 飯 塚 晃 代

令和４年度 栃木県高等学校総合体育大会ダンスコンク－ル兼
第３４回全日本高校･大学ダンスフェステイバル（神戸）県予選会の開催について

このたび，標記のダンスコンク－ルを下記のとおり開催することになりました。
つきましては，貴校生徒の参加について，よろしくご高配くださいますようお願い申し

上げます。なお、創作コンクール部門の優勝校は第３４回全日本高校ダンスフェステイバ
ル（神戸）へ出場することになりますので申し添えます。

記

１．主 催 栃木県高等学校体育連盟 栃木県教育委員会

２．共 催 公益財団法人うつのみや文化創造財団

３．主 管 栃木県高等学校体育連盟ダンス専門部

４．期 日 令和４年 ５月 ２７日（金） ８時３０分～１９時

５．会 場 宇都宮市文化会館大ホール
宇都宮市明保野町7-66 （5028ｰ636ｰ2121）

６．参加資格 栃木県高等学校体育連盟に加盟している学校の生徒

７．参加要項
（１）創作コンクール部門

① 内 容 各学校の創作品に限る。
優勝校は必ず第３４回全日本高校ダンスフエステイバル（神戸）
に出場することを条件とし、辞退は認めない

② 出 品 数 １校１作品まで
③ 人 数 ５名以上３０名以内(特別なスタートの場合は音のスタート係１名をつける)

※同一人物が両部門に参加することは可能
④ 時 間 ３分～４分１０秒以内（舞台出入りを含み4分30秒以内）
⑤ 衣装･特殊化粧･頭髪 作品の内容にふさわしいもの 注意:道具は使用不可

（顧問会議時に申告書が必要。詳しくは、その他を参照）
⑥ 照 明 素明かり
⑦ 舞 台 別紙見取り図参照のこと ※花道・客席は使用不可

（２）参加発表部門
① 内 容 ジャンルは問わない。(既成作品も可。その場合は参加申込書に記載する。)
② 出 品 数 １校１作品まで
③ 人 数 制限なし(特別なスタートの場合は音のスタート係１名をつける)

※同一人物が両部門に参加することは可能
④ 時 間 ３分以内（舞台への出入りを含む）
⑤衣装・特殊化粧・頭髪 作品の内容にふさわしいもの 注意:道具は使用不可

（顧問会議時に申告書が必要。詳しくは、その他を参照）
⑥ 照 明 素明かり
⑦ 舞 台 別紙見取り図参照のこと ※花道・客席は使用不可

８．審査と表彰
（１）審 査 員 ・舞踊学専門家等で構成
（２）表 彰 ・創作コンクール部門では１位～６位までを表彰する。

・参加発表部門では、最優秀賞・優秀賞・優良賞等を出す。



９．参加申込み方法
（１）期 限 令和４年 ５月 １２日(木)17:00必着 期限厳守
（２）方 法 「栃木県高等学校体育連盟ダンス専門部」のホームページを開く

→ 申込書をダウンロード(新書式) → 申込書に入力
→ 下記ダンス専門委員長へメールで送信し提出する。

（３）提出先 栃木県立佐野東高等学校 佐藤阿希美にメール送信

satoh-a02@tochigi-edu.ed.jp
（４）その他 補助役員（出場しない生徒）の協力をお願いします。

１０．顧問会議兼代表者会議
（１）日 時 令和３年 ５月 １９日（木）１３時００分～
（２）会 場 宇都宮市文化会館 研修室(４階)
（３）内 容 コンクール参加校の代表者は必ず出席すること

内容は、演技順の抽選、申告書の確認、日程、審査法、伴奏音楽、等の
細部打合せがあります。

（４）持参物 ①公印が押してある正式な申込書（メール送信した書類に押印）
②衣装・特殊化粧・頭髪の申告書の原本とコピー２８部
③CD音源(オーディオCD):CD-DA形式。必ずファイナライズして他のCD再
生機で再生できることを確認すること。

④参加料2,000円

１１． 安全管理・コロナ感染症対策
（１）会場入りできるのは出場者･補助役員･役員のみ。出場校は指定時間に更衣、練習、

発表、写真撮影、更衣をする。他の時間で指定客席にて鑑賞をしても良い。しかし、
今後の感染状況によっては鑑賞無しになる可能性もある。

（２）出場生徒は大会参加にあたり、健康確認シート(保護者同意確認)提出が必要となる。
別紙様式(HPよりダウンロード)により生徒へのご指導をお願いしたい。

（３）大会期間中における安全対策及び緊急時の対応については、栃高体連「危機管理マ
ニュアル」に則り、適切に対応する。また、新型コロナウイルス感染症拡大予防に
関しては、栃高体連「新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」に則り、感
染予防対策を講じる。(詳しくは顧問会議にて連絡)

１２．その他
（１）今年度で17年目となるが、第３４回全日本高校・大学ダンスフェスティバル（神

戸）県予選会を兼ねた大会となるため、概ね、参加要項はそれに準ずる形となる。
（２）優勝校の全国大会登録者に対して、栃高体連県補助金より神戸往復の交通費（上限

３０人で監督含む）３／５が支給される。
（３）伴奏音楽について

使用音楽はＣＤ（本番用）を顧問会議に提出。トラックは一つに余計な物が入って
いないようにする。○創 or○参・学校名・題名・録音時間を本体とケースに記入する。
当日は練習用CDを持参する。練習用CD･ケースにも学校名等を記入する。

（４）音のスタート係（きっかけ出し係）について
特別なスタートの場合はきっかけ出し係り(舞台下手袖音響前で音の始まるタイミン
グを指示する)をつける。その後、作品に途中出演してもよい。

（５）衣装・特殊化粧・頭髪 (道具使用不可)について
細部については申告書注意に記載してあるので確認すること。申告書と異なる場合
は減点とする場合がある。各作品の申告書内容については、顧問会議で確認する。

（６）計時について
作品の計時はアナウンス終了時から最後の出演者の舞台上からの退場完了までとす
る。道具等の持ち入れ･撤収を含む。板付きは、アナウンス終了後である。

（７）舞台の出入りについて （舞台に向かって左･･･下手 右･･･上手）
始め ･･･板付きの者は下手から舞台へ。

作品が始まって上手から出るものは上手にスタンバイする。
終了時･･･舞台上の者は上手に退場。下手に残っている者は後方通路から移動。
場所の移動は全て指定時間となり、指定時間に発表する。

（８）舞台について
舞台はリノリウム敷きなのでリノリウムを傷つけるような道具の使用・行為は禁
止とする。

（９）生徒の身の安全・プライバシー・肖像権等の問題からビデオカメラ・カメラ・携帯
電話での撮影を、指定業者・報道以外は禁止する。

（10）作品出品に関する確認事項
令和３年度新人大会（11月）、及び各支部大会・発表会に出品した作品を今大会に
出品しても差し支えない。ただし、創作コンクール部門に出品する作品については
各学校の創作品とし、併せて審査員の講評を踏まえ、手直ししたものとする。

※参加申込が遅れた場合は、出演順を一番にさせて頂きます。遅れずにメール送信をお願いします。


